ＰＤＰの消去アドレス方式におけるサステインパルス数を考慮したアドレスの設計に関する研究 by 池田 星太
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院   電気通信学研究科      電子工学専攻 博士前期課程 
氏    名 池田 星太 学籍番号 0732007 
論 文 題 目 PDPの消去アドレス方式におけるサステインパルス数を 考慮したアドレス設計に関する研究 
 要  旨 
 PDPにおいて、プライミング効果で低電圧・高速アドレスが可能な消去アドレス方式を利用し
た書き込み消去併用グループ分割 AWD 駆動方式が提案されている。これまで、この駆動方式で
は 4ラインでの駆動が確認されているが、多ラインで駆動は確認されていなかった。そこで本研
究では 60ラインでの駆動を目的の 1つとした。上記駆動方式では、プライミング効果の減衰を考
慮し、プライミングパルスから時間の経過と共にスキャンパルス幅を長くする不均一幅スキャン
パルス方式が用いられている。最近、消去アドレス方式のアドレス期間の駆動マージンがアドレ
ス直前のサステインパルス数によってアドレス駆動マージンが変化するというがわかってきた。
その変化に対応するため、本研究では不均一幅スキャンパルス消去アドレス方式において、各サ
ステインパルス数に対するアドレス設計を行った。 
 第 1章では、背景、PDPの現状と課題、本研究の目的について述べた。 
 第 2章では AC-PDPの構造とテレビ駆動方式について述べた。 
 第 3章では書き込み消去併用グループ分割 AWD駆動を用いた 60ライン駆動について述べた。
パネルを上下 2 グループに分割し、2 サブフィールドでの駆動を試みた。その結果、グループ分
割の境界部でも乱れなく階調を表示することができた。 
 第 4章では不均一幅スキャンパルスを用いたアドレス設計の指針を得るために、スキャンパル
スの幅およびサステインパルス数を変化させ、消去アドレス方式の駆動マージンを測定した。そ
の結果、スキャンパルス幅を長くするに従って、マージンは低電圧側に移動し、またサステイン
パルス数に対しては、Tpriming-scan＝10µs以降で大きく変化することがわかった。しかし、サステイ
ンパルス数が 39以上では一定になった。 
 第 5 章では 4 章の結果を用いた不均一幅スキャンパルスの設計について述べた。Full-HD でグ
ループ分割数 14、サブフィールド数 24の前詰めグループ分割 AWD方式とした場合、マージンを
得るには|Vscan|=70Vで、サステインパルス数を 19とする必要があることがわかった。この時スキ
ャンパルス幅は、0.2µsから 0.6µsで、平均 0.52µsとなった。また、サステインパルス数 3でも駆
動できるようにするためには、グループ分割数を 30にするかサブフィールド数を 19にすればよ
いことがわかった。 
 第 6章では結論について述べた。  
 第 7章では今後の課題について述べた。 
